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粗大物資取扱作業の合理化に関する研究

涌　井　　　学・山　崎　　　稔

（東　北　点　試）

1．　ま　え　が　書

養畜労働において．牧革．サイレージ．ワラ．堆肥な

どいわゆる粗大物資の取扱は主として人手に斬っている．

乳牛1頭当り年間飼料給与量が杓かトンにも及び．しか

も個々の飼料が取出し．移動，貯蔵に際して赦回の反覆

取扱を受けていることを考えると．その総噸扱宝は美大

をものである・多洩羽飼育が進展するにつれて．これ■ら

粗大物資取扱作業の合理化は一席要望されてきていると

いえよ　う．

粗大物資取扱作業合理化の研究は．

L．職級作業環境（養畜地殻）の研究

之・晰扱作業方法（人間中心）の研究

＆・職級手段（機械，器具．装置）の研究

A・職級対象物賢く私大物資の特性）の研究

に四大別されると考えられる．これらは互に密接な関係

にあるが，特にさと4の関係は深い．本研究は粗大物資

取扱手段開発のための資料を得るために．ます取扱対象

物資の基礎的力学性を明らかにすることを目的としては

じめられたものである．

粗大物資はその特徴として重量．陀比して等量が大きい

とと．他の物資にくらべ流動性が低いことがあげられよ

，・この二つの性質■が遵凱移送作業の能率を低いもの

としているし．iたこの作業の機械化を紡げる原因にも

なっている・従って，物資からみた合理化の方向として

は．一つは粗大物資の密度（βt必加郎〃プ）を高めるこ

と・もう一つは流動性（坤虚脱Iプ）をもたせるように

私大物資の形質を人為的に変えることが考えられる．

以上述べた観点に立って，まず粗大物資を切断するこ

とによる密度の増加傾向及び切断された粗大物資の圧綴

特性について簡単左実験を行なったので報告する．

2．　試　験　方　法

L　密度の測定

q〉　供試物資

打〉　稲わら．何　オーチャート千革．M　チモシー千

早．肖　チモシー青革，帥　デyト・コーン・サイレー
ジ

以上の各々について．8－6段階の切断長さのものを供

就した．

（a　測定操作

木箱の中にできるだけ静かに鋲試物資を入れ．その重

量を測定して，単位体積当り重量に換算する方法を採っ

た・なか・切断長さ初m以下のものについては0，12iJ

（0・6mxO・6〝lXO・6m）の木箱を．釦〝以上のものには．

1㌦（1m×lIn×1m）の木箱を使用した．

之　圧縮試験

q）供試物資

物　 資　 名 庵 切　　 断　 長

稲　　　 ワ　　　 ラ
1 2 ．5 （漁

（水　 分 ） 2 5 ．0

18．4 ％ 3 1 1 ．4

オーチヤー ドク ラス
1 2 ．2

（干　 革 ） 2 5 ．5

14．7 ％ 8 1 0 ．2

チ モ シ ー ク ラ ス
1 2 ．2

（千　 革 ） 2 4 ．2

18．1 ％ 8 1 0 ．2

チ モ　 シ ー ク　 ラ　ス
1 2 ．4

（半　 湿 ） 2 6 ．8

釘．8 ％ 8 1 1 ．4

チ モ シ、－ ク ラ ス 1 2 ．4

（‾青　 革 ） 2 6 ．8

随．0 ％ 8 1 1 ．4

テントコーンサイレ二

一ジ　 爵 ％
1 ．7

㊥　荏薪量測定

A　断面乳6dX払5血，高さ劇．Omの鋼鉄製圧

崩椙及び加圧板（糾・0‘hX払・0‘瀾）をもつ荷重台を使用

した．重森は鋳鉄製円盤及びトラクターのホイール●ウ

エイトを使用した・加圧操作は．サイレージではM段階

（4・2－520％），その他の物資では1さ段階（0・槌一

抑号ん）とした・

β　荷重台上に重鐘を載せ．1分後に荷重台台朋

（4本）に噸付けられた目盛板を読むことにより圧縮量

一女算出し寅・

5．実験結果及び考震

1　切断長さと密度との関係（第1票参照）

粗大物資の密度は舶断するほど大きくなる．試料と木

箱側壁との間に摩擦力を生ずるため．普通の椎蹟状態に

おける密度よりも低く．その差は切断さが大きくなるほ

ど著しいと推察される・試料充墳方法及び計量の時刻の

決定方法が測定個に大きく影響するが．圧縮梱包とい，
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手段を用いすとも，切断することによって数倍の密鹿を

得るととができるのは注目に僅しよう・

第1弄　81l曲か郎〃プ測定値

物 貴 名

稲 ワ ラ

長さ（d■）重量 （肋 ） 備 考 ▲く鳥出 と水車 ）

2．6

8．0

11．4

49．5

84．1

17．1

…　く18．4 ％）

オーチヤー ド

2．2

4．2

一組．1

汐．6

（14．7 ％ ）

全 長 、

ク　 ラ　 ス 5．6 茄．2

（千　 早 ） 10．2

位．6

18．8

6 ．8

2．2 曲．6 （18．1 ％）

チ そ う′－ ●

グ ラ ス

（千 早 ）

4．2

6．8

10．2

的．2

7 8．0

舵．2

24．2

12．6

6．4

8．8 全　 長

チ モ シ■－　■
2．4 1一灯．0 （句牒 ）

ク　 ラ　 ス 6．8 脚 ．0

（雷　 雷 ）
11．4 庁r．0

デシ トコーン 1．1 郷 ．0 サイロ闘 蜘 （作㈲

サ イ レ ー ジ■ 1．7 脚 ．0 サイロ詰撒 く8 8 ％）

注　貴名払供科中上わ任意に抽出した100本を物指しで実施し

た絶景から算出した平均値を示す．

之　圧縮特性

8）試料充填量と圧縮性との関係

試料充填量が圧縮性に及ぼす影響を知るため．各物資

について充填量を8段階にかえて実験を行なった・その

結果．充填量が少ないほど圧緬は高く－その差は圧力

い的までの範囲雪著しいり　これは充填量が多いたど

側壁との麻等が大きく．また加圧力が上層部で吸収され●

蓼透しないたわであると考えられる・

¢　切断長さと圧廟性との関係

切断‾長さに上って圧縮率は大い鱒影響を受ける机そ

の度合いは，試料充填量によるものよりもはるかに大さ

レし　これは切断長さ忙上り試料中に作られる犬重陽義が

馨しく左点される結果．圧縮性搾著しい善を生するもの

と思われる．

㊥　各租大物贅－の圧崩特性

楓大物贅の圧縮試鰍を行なう揚合．試料充填量よりも

矧断長さが圧館性に及ぼす影響が大竜hことが明らかに

された．従って，本実験では，租大物竃の各切断長さにつ

いて試料充填tt8－4段階にかえて圧縮実験を行ない

そ◎平均圧嫡霊亡算出した・チモシーを例雁とって．圧

お率i密度．間隙比と圧力との関係を第1図匹示す．ま

た各物贅について．圧力間隙比曲線実験式を求め第2表

に示す．稲わら．牧草はいづれ忙ついても，切断長さが

大きいほど圧縮率は高い．これは．圧指がます大空隙を

埋めるように作用するからである．圧縮は圧力の0Ll

的竃での偶に急為に行なわれ．それ以上では緩徐であ

る．これは大空隙が埋められたあとは．圧廟の内容が弾

性変形に移行していることを示している．事実．荷重を

除去する若干の回復を認めた・サイレージの圧縮は比較

的緩かに行なわれる．それは大杢隙が埋められた後◆　白

田水がしぼり出されるため圧崩が継続するからである・

圧力と密度との関係をみると．一般に‾定圧力のもと

では，切断長さの大きいほど密度は小で参る・しかし．

圧力が大きくなるほど．密度の差は小さくたる・間隙比

は物質内部の圧縮状態を示すものであるが．圧力との関

係はいづ九も指数曲線で表わされる・水分の異なるチモ

シーをみると．切断長さのい’かん忙拘らず，半湿（吼8

％）では間隙比が小さい．特に，圧力0・1肋以下では

錮著である．これは育革．千早が半湿草にくらべ大空隙

を埋める作用への抵抗力が大きいことを示している・す

牢わも．半湿草は青革ほど細胞水分が充実しておらず・

反面干革ほど披鹿をもたないため，空隙を埋めるエう忙

配置，変形の流動を近しやすいからであると思われる・

本実験結果から．圧縮力の伝播性及び漁師位を明らかに

することが今後の間垣となろう・

第2弄　圧力間隙比曲線実験式係政一覧

実験式　ブb伽bfH～血
タ：間隙比．ク．あ．亡．d：係数ズ：圧力（g／む）

品　 名

稚 ワ ラ

ノ麒

l

■ あ 亡 t　 d

1 4 ．汐 － 0．的 1一指 1 0．鋸 － 0．0雌

2 1＆ 略 － 0 ．00 】鮪 2 臥 部 － 0 ．（袷n

8 盟 ．粥 － 0 ．（遭 9 ．蕩 － 0 ．（醐

オ ー チ ヤ ー ド

1 1 2 ．王聖 － 0 ．00 1 1 9 2 ．鵬 － 0．鴨

2 l h T D － 0 ．的 逓 汀 8 ．釦 － 0 ．0馴

8 凪 ．訂 － 0 ニl腰 9 ．4 2 － 0 ．【嬉 野

チ モ シ ー
（ 干 ）

l 1 8 ．鴎 － 0 ．伽 1瓜 8 ．1 2 － 0 ．0 4 田

2 1 9 ．那 － 0 ．的 1m 7 ．】諷 － 0 ．亀 4

8 公 ．伍 － 0 ．的 1釦 6 ．＆ － 0 ．t野 花

チ モ シ ー
（半 湿 ）

1 9 ．か － 0 ．叩 l d I 2 ．16 － 0 ．0 郷

2 18 ．瓜 － 0 ．∞ 別 0 4 ．一灯 － 0．砿 1 2

8 la n － 0 ．岨 l 12 ．雅 － 0．0 1 7 6

チ モ　 シ■　－

1

2

12 ．⑩

独 創

－ 0 ．00 l汐

一 m 脚

2．！格

6 ．一組

－ 0 ．伽 膠7

－ 0 ．仙 蛤

（ 青 ） 8 釦 ．祐 － 0 ．的 1鴎 8 ．m － 0 ．間

4 瓜 ．咽 － 0 ．的 2醇 臥 払 － 0 ．1凱 I

サ イ レ ー ジ 仏 轟 一 仇 叩 1訂 ♭ 1 9 － 0 ．0 2 防

主
人
（
鴫
乙
〓

○

　

　

〃

　

岬

　

即

　

か

　

ル

嘲
暢
此

聯（鴫■）

第1囲　圧廟串・密度・間隙比と圧力との関係


